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連　載

国
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
な
ど
の

大
学
や
研
究
機
関
ら
と
の
研

究
を
は
じ
め
、
近
畿
大
学
東

洋
医
学
研
究
所
、
腫
瘍
免
疫

等
研
究
所
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、

有
望
な
機
能
性
素
材
の
臨
床

応
用
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

カ
ン
カ
の
科
学
的
解
明

　

さ
ま
ざ
ま
な
薬
効
が
期
待

さ
れ
る
素
材
の
中
で
、
現
在

も
っ
と
も
注
力
し
て
い
る
の

が
カ
ン
カ
の
研
究
で
す
。
カ

ン
カ
が
生
育
す
る
ホ
ー
タ
ン

は
、新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、

タ
リ
ム
盆
地
の
南
西
部
に
位

置
し
、
チ
ベ
ッ
ト
に
連
な
る

崑
崙
山
脈
の
北
麓
に
接
す
る

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
オ
ア

シ
ス
都
市
の
一
つ
で
す
。
か

つ
て
、
ホ
ー
タ
ン
は
狭
義
の

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
オ
ア
シ
ス

路
）
の
西
域
南
道
（
天
山
南

　

ホ
ー
タ
ン
の
ニ
ヤ
地
区
は

年
間
の
降
雨
量
が
少
な
く
、

ま
た
、
砂
塵
の
吹
く
日
は
年

２
０
０
日
を
超
え
、
冬
期
は

マ
イ
ナ
ス
１５
℃
、
夏
期
は

４０
℃
に
も
達
し
、
一
日
の
寒

C
istan

ch
e 
tu
b
u
losa 

（S
chrenk

） R
. W
ight

〕

の
日
本
で
の
通
称
で
す
。
ま

た
、〝
砂
漠
人
参
〞と
も
呼
ば

れ
、
一
般
の
植
物
と
は
異
な

り
、
タ
マ
リ
ク
ス
（
紅
柳
）

生
薬
を
上
、
中
、
下
薬
（
品
）

の
三
種
類
に
分
類
。
上
薬

（
上
品
）
は
薬
の
王
（
君
）

に
相
当
す
る
最
も
重
要
な

薬
で
、
長
期
連
用
か
つ
多
量

摂
取
し
て
も
副
作
用
が
な

エ
キ
ナ
コ
シ
ド
や
ア
ク
テ

オ
シ
ド
な
ど
の
フ
ェ
ネ
チ

ル
ア
ル
コ
ー
ル
配
糖
体
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
国
の
研
究
者
ら
に
よ

り
カ
ン
カ
抽
出
エ
キ
ス
の
薬

理
作
用
と
し
て
、
①
男
性
ホ

ル
モ
ン
様
作
用
、
②
女
性
ホ

ル
モ
ン
様
作
用
、
③
免
疫
増

強
作
用
が
あ
る
こ
と
や
、
主

要
成
分
の
エ
キ
ナ
コ
シ
ド
と

ア
ク
テ
オ
シ
ド
に
④
抗
老
化

作
用
、
⑤
認
知
障
害
改
善
作

　

０７
年
１
月
に
、
カ
ン
カ
の

学
術
研
究
お
よ
び
会
員
の
交

流
と
研
究
成
果
の
積
極
的
な

利
用
に
よ
る
①
食
品
薬
学
研

究
の
発
展
、
②
国
際
学
術
研

究
の
進
展
、
お
よ
び
カ
ン
カ

の
普
及
を
通
し
て
③
人
々
の

健
康
の
維
持
・
増
進
と
、
④

地
球
環
境
保
護
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
カ

ン
カ
研
究
所
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
ま
た
、
同
年
０７
年
３

月
に
は
第
１
回
国
際〝
カ
ン

カ
〞シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

日
中
の
産
官
学
か
ら
２
０
０

人
以
上
が
参
加
し
成
功
裡
に

終
わ
り
ま
し
た
。　
　
　

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

新
た
に
見
い
出
だ
さ
れ
た

活
性
成
分
の
構
造
研
究
、
抗

酸
化
作
用
や
血
管
拡
張
作

用
、
認
知
症
に
対
す
る
機
能

性
な
ど
の
日
中
の
大
学
や
研

補
完
代
替
医
療
素
材
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
蓄
積

究
機
関
で
の
研
究
結
果
と
と

も
に
、
女
性
更
年
期
障
害
の

改
善
効
果
や
抗
老
化
効
果
と

い
っ
た
最
新
の
応
用
研
究
に

関
す
る
知
見
も
報
告
さ
れ
、

今
後
の
発
展
を
予
見
さ
せ
る

素
材
で
あ
る
と
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

環
境
保
護
、
緑
化
の
た
め
に

　

ホ
ー
タ
ン
地
区
を
は
じ

め
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
周

辺
の
乾
燥
地
帯
で
は
砂
漠
化

と
の
戦
い
が
有
史
以
来
続
い

て
お
り
、
今
日
で
も
水
路
建

設
や
防
砂
事
業
な
ど
に
絶
え

間
な
い
努
力
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。そ
の
一
つ
と
し
て
、

ホ
ー
タ
ン
地
区
民
豊
（
ミ
ン

フ
ォ
ン
）
県
で
は
タ
マ
リ
ク

ス
を
用
い
た
試
み
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

す
。
こ
う
し
た
中
、
薬
総
研

の
取
り
組
み
は
、
研
究
者
の

交
流
お
よ
び
有
用
な
薬
用
・

食
品
素
材
の
研
究
開
発
だ
け

で
な
く
、
資
源
の
安
定
的
確

保
と
自
然
環
境
保
護
と
し
て

の
砂
漠
緑
化
を
志
向
し
た
革

新
的
な
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

滋
養
強
壮
や
末
梢
血
管

の
拡
張
作
用
な
ど
の
作
用

が
報
告
さ
れ
る
カ
ン
カ
を
素

材
に
し
た
商
品
化
が
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
カ
ン
カ
を
は
じ
め

と
し
た
補
完
代
替
医
療
素
材

の
科
学
的
解
明
に
よ
り
、
そ

れ
ら
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
蓄

積
し
、
セ
ル
フ
メ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
実
践
の
た
め
に
、

今
後
も
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

路
南
道
）
最
大
の
都
市

国
家
と
し
て
知
ら
れ
、

東
の
中
国
、
西
の
イ
ラ

ン
、
南
の
チ
ベ
ッ
ト
、

イ
ン
ド
と
結
び
つ
く
東

西
交
易
の
要
地
と
し
て

栄
え
て
い
ま
し
た
。

暖
の
差
は
３０
℃
近
く
に
な
る

過
酷
な
自
然
環
境
で
す
が
、

コ
ー
カ
サ
ス
、
フ
ン
ザ
、
ビ

ル
カ
バ
ン
バ
と
並
ぶ
世
界

４
大
長
寿
地
域
と
し
て
知
ら

れ
、
１
０
０
歳
を
超
え
て
も

寝
た
き
り
や
認
知
症
に
か
か

ら
な
い
元
気
な
老
人
が
多
い

地
で
す
。
こ
の
地
で
は
古
く

か
ら
カ
ン
カ
を
常
食
し
て
き

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
私
ど
も
は
カ
ン
カ
が

今
日
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

素
材
と
し
て
大
変
興
味
深
い

薬
用
食
品
と
考
え
ま
し
た
。

　

カ
ン
カ
と
は
、
ハ
マ
ウ
ツ

ボ
科
（O

robanchaceae

）

ニ
ク
ジ
ュ
ヨ
ウ
属
の
多

年
生
草
本
カ
ン
カ
ニ
ク

ジ
ュ
ヨ
ウ
〔
管
花
肉　

蓉
、

の
根
に
寄
生
し
て
生
育
し
ま

す
。
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の

自
然
条
件
で
は
、
地
下
１０
ｍ

近
く
を
流
れ
る
伏
流
水
ま
で

根
を
伸
せ
る
ポ
プ
ラ
や
タ
マ

リ
ク
ス
な
ど
が
生
育
可
能
で

あ
り
、
カ
ン
カ
は
タ
マ
リ
ク

ス
に
寄
生
し
て
水
や
栄
養
を

も
ら
っ
て
成
長
し
ま
す
。

　

中
国
の
薬
局
方
で
あ
る

『
中
華
人
民
共
和
国
薬
典
』

に
は
、
生
薬
の
ニ
ク
ジ
ュ

ヨ
ウ
（
肉　

蓉
）
を
カ
ン
カ

と
ジ
ュ
ヨ
ウ
〔　

蓉
、C

. 

deserticola Y
. S. M

a
〕

の
肉
質
茎
を
乾
燥
し
た
も
の

と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

約
二
千
年
前
に
著
さ
れ
た

古
代
中
国
の
薬
物
書
『
神
農

本
草
経
』
に
は
カ
ン
カ
の
同

い
不
老
延
年
の
神
仙
薬
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ク
ジ
ュ
ヨ
ウ
は
、
こ
の

上
薬
に
収
載
さ
れ
、
薬
効
と

し
て
「
五
労
、
七
傷
を
主
治

し
、
中
を
補
い
…
精
気
を
益

し
、
子
多
か
ら
し
む
。
婦
人

の
腹
中
の
硬
結
、
腫
瘤
を
治

す
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ニ
ク
ジ
ュ
ヨ

ウ
は
中
国
伝
統
医
学
で
強

壮
、
補
精
薬
と
し
て
、
イ
ン

ポ
テ
ン
ツ
、
腰
膝
の
冷
痛
、

遺
尿
、
婦
人
の
不
妊
症
、
血

崩
、
帯
下
、
便
秘
な
ど
の
治

療
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

一
方
、
ホ
ー
タ
ン
で
は
、

ス
ラ
イ
ス
し
た
カ
ン
カ
を

羊
肉
と
煮
込
ん
で
ス
ー
プ

用
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

薬
総
研
で
は
、
カ
ン
カ
の

新
規
成
分
と
し
て
４
種
の
イ

リ
ド
イ
ド
配
糖
体
カ
ン
カ
ノ

シ
ド
、
含
塩
素
イ
リ
ノ
イ
ド

カ
ン
カ
ノ
ー
ル
、
鎮
状
モ
ノ

テ
ル
ペ
ン
配
糖
体
カ
ン
カ
ノ

シ
ド
、
２
種
の
フ
ェ
チ
ネ
ル

ア
ル
コ
ー
ル
配
糖
体
カ
ン
カ

ノ
シ
ド
、
ア
シ
ル
化
オ
リ
ゴ

糖
カ
ン
カ
ノ
ー
ス
な
ど
の
成

分
を
単
離
し
て
構
造
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ッ
ト
胸
部
大

動
脈
を
用
い
た
実
験
に
お

い
て
、
カ
ン
カ
抽
出
エ
キ
ス

と
含
有
成
分
に
血
管
収
縮
抑

制
作
用
を
見
い
出
す
と
と
も

に
、
マ
ウ
ス
を
用
い
た
肝
障

害
モ
デ
ル
に
対
す
る
肝
保
護

作
用
も
確
認
。
こ
れ
ら
は
、

カ
ン
カ
の
強
壮
、
解
毒
、
冷

え
性
改
善
、
認
知
症
予
防
効

果
な
ど
の
伝
承
薬
効
や
中
国

研
究
者
の
実
験
効
果
を
支
持

す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い

知
見
と
い
え
ま
す
。

研
究
で
広
が
る
国
際
交
流

　

今
回
は
、
薬
学
総
合
研
究

所
（
以
下
・
薬
総
研
）
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

薬
総
研
は
そ
の
傘
下
に
食

品
薬
学
研
究
室
を
設
置
し
、

京
都
薬
科
大
学
と
共
同
で
薬

効
が
期
待
で
き
る
食
品
（
薬

用
食
品
）
の
探
索
、
機
能
や

安
全
性
、
品
質
管
理
等
に
つ

い
て
薬
学
的
見
地
か
ら
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

素
材
探
索
の
た
め
に
中

属
植
物
で

あ
る
ニ
ク

ジ
ュ
ヨ
ウ

が
収
載
さ

れ
て
お
り
、

『
神
農
本
草

経
』
で
は
、

カンカと羊肉のスープ

　

薬
総
研
で
は
、
民
豊
県
政

府
と
、①
現
地
の
砂
漠
緑
化
、

②
滋
養
強
壮
な
ど
の
効
能
が

注
目
さ
れ
る
植
物
カ
ン
カ
に

関
す
る
学
術
研
究
を
共
同
で

推
進
す
る
と
の
学
術
協
力
協

定
を
提
携
し
、
タ
マ
リ
ク
ス

の
砂
漠
へ
の
植
樹
事
業
と
カ

ン
カ
を
は
じ
め
と
す
る
砂
漠

植
物
の
機
能
の
解
明
に
関
す

る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

カ
ン
カ
の
宿
主
と
な
る
タ
マ

リ
ク
ス
の
植
樹
は
、
カ
ン
カ

の
人
工
栽
培
へ
と
繋
が
る
た

め
、
相
乗
的
な
地
域
振
興
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
や
砂

漠
化
な
ど
の
自
然
破
壊
が
地

球
規
模
で
進
ん
で
お
り
、
ま

た
、
先
進
諸
国
と
資
源
保

有
国
と
の
間
で
、
天
然
薬
物

資
源
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

種
々
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま

と
し
て
食
し
た

り
、
お
茶
や
お

酒
に
漬
け
込
ん

だ
り
し
て
日
常

的
に
飲
食
さ
れ

て
き
た
食
品
で

す
。
こ
れ
ま
で

の
カ
ン
カ
に
関

す
る
研
究
に
お

い
て
、
そ
の
主

要
成
分
と
し
て

タマリクスの植樹事業

新疆ウイグル自治区の主要都市

カンカ


